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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダ部材に摺動自在に設けられたピストン部材を押下げ操作することによって、外
気吸引と前記シリンダ部材の側面開口部を通じて内視鏡挿入部内からの吸引とに管路を切
換える内視鏡吸引管路切換装置であって、
　前記シリンダ部材は、前記側面開口部を有する第１シリンダ部材と、前記第１シリンダ
部材の上部に着脱可能に配設された第２シリンダ部材とを備え、
　前記ピストン部材は、側面に開口部と前記開口部に連通する内部連通路を備え、
　前記ピストン部材の外周面に配設されている複数の封止部材を備え、
　前記封止部材は、前記第１シリンダ部材の前記側面開口部に対応する前記ピストン部材
の前記開口部の上下に、前記第１シリンダ部材の内径よりも小さい内径の前記第２シリン
ダ部材の内径に対応して封止し、
　複数の前記封止部材は、
　　前記ピストン部材の押下げ操作の前後で常に前記第１シリンダ部材の前記側面開口部
の下側で前記第１シリンダ部材と前記ピストン部材とを封止する第１封止部材と、
　　前記第２シリンダ部材と前記ピストン部材とを、前記ピストン部材の前記開口部の上
下で封止する第２封止部材と第３封止部材と、
　によって構成され、
　前記ピストン部材は、
　　内部に前記内部連通路を有し、前記第１シリンダ部材の内径よりも小さく前記第２シ
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リンダ部材の内径よりも大きい外径を有する第１ピストン部と、
　　側面に前記開口部を有し、前記第２シリンダ部材の内径よりも小さい外径を有する第
２ピストン部と、
　を有することを特徴とする内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項２】
　前記第２シリンダ部材は、
　　前記第１シリンダ部材側に配設され、外部側から前記第１シリンダ部材側に向かって
拡径するようにテーパ状に形成されている一方の内側縁と、
　　前記外部側に配設され、前記第１シリンダ部材側から前記外部側に向かって拡径する
ようにテーパ状に形成されている他方の内側縁と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項３】
　前記第２封止部材は、前記第２シリンダ部材の内周面に密着して封止する、または前記
一方の内側縁にて封止し、
　前記第３封止部材は、前記第２シリンダ部材の内周面に密着して封止する、または前記
他方の内側縁にて封止することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡における吸引動作を切り換える内視鏡吸引管路切換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、内視鏡は、体腔内から体液などを吸引するための管路部材と、管路部材にお
ける吸引動作を切り換える切り換え操作のための操作部とを有している。
【０００３】
　管路部材は、シリンダと、シリンダの軸方向において摺動可能となるようにシリンダに
収容されているピストンとを有している。
【０００４】
　シリンダには、吸引するための２つの吸引チューブが配設されている。一方の吸引チュ
ーブは、内視鏡の挿入部を挿通している。この一方の吸引チューブにおいて、一端部は体
液を吸引するために挿入部の先端部にて開口し、他端部はシリンダの側面に配設されてい
る側面開口部と常に連通している。また他方の吸引チューブは、内視鏡のユニバーサルコ
ードを挿通し、吸引装置と接続している。
【０００５】
　ピストンには、粘液や流体等が流れる管路部が形成されている。管路部は、ピストンの
摺動に応じて、外部と連通する、または上述した側面開口部を介して一方の吸引チューブ
と連通する。また管路部は、他方のチューブと常に連通している。
【０００６】
　操作部は、例えばキャップであり、吸引ボタンである。操作部は、吸引装置が外気を吸
引するための吸引動作（外気吸引）と、吸引装置が体液を吸引するための吸引動作（内気
吸引）とのいずれかに、吸引動作を切り換える。そのため、操作部は、ピストンの軸方向
に沿って移動する。
【０００７】
　なお、外気吸引の場合、管路部と一方の吸引チューブとが遮断され、管路部と一方の吸
引チューブとの間にて流体が流れることを防止する必要がある。そのためピストンと一方
の吸引チューブとにおいて封止が必要である。　
　また、内気吸引の場合、管路部と一方の吸引チューブとが連通し、管路部と一方の吸引
チューブとの間にて流体が漏れることを防止する必要がある。そのためピストンと一方の
吸引チューブとにおいて封止が必要である。
【０００８】



(3) JP 5701681 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

　一般的に封止は、シリンダとピストンとの嵌めあい精度と、封止部材とに影響される。
封止部材は、ピストンの外周面に全周に渡って配設されており、シリンダの内周面と密着
する。また封止部材は、上述した流体の流れと漏れとを防止するために、側面開口部の周
辺に位置する。
【０００９】
　例えば特許文献１には、シール部材をシリンジ部材とシリンダ部材との摺動面以外に設
けることによって、シリンジ部材とシリンダ部材との摺動抵抗を減少させる内視鏡の管路
切換バルブが開示されている。
【００１０】
　また例えば特許文献２には、メンテナンスが容易で摺動抵抗が小さいシリンダピストン
機構が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００４－２２３１２１号公報
【特許文献２】特開２００２－１８８７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上述した封止において、嵌めあい精度を高く維持するには、シリンダとピストンとを高
精度に加工する必要がある。これにより封止には、手間とコストとが掛かる。
【００１３】
　またピストンがシリンダに対して摺動すると、封止部材は、側面開口部に対して摺動し
、側面開口部の縁によって削られてしまう。このように封止効率は、側面開口部といった
局部的な部分にて低下する虞が生じる。
【００１４】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、摺動によって生じる封止効率の
局部的な低下を防止でき、封止のために高精度な加工が不要な内視鏡吸引管路切換装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は目的を達成するために、シリンダ部材に摺動自在に設けられたピストン部材を
押下げ操作することによって、外気吸引と前記シリンダ部材の側面開口部を通じて内視鏡
挿入部内からの吸引とに管路を切換える内視鏡吸引管路切換装置であって、前記シリンダ
部材は、前記側面開口部を有する第１シリンダ部材と、前記第１シリンダ部材の上部に着
脱可能に配設された第２シリンダ部材とを備え、前記ピストン部材は、側面に開口部と前
記開口部に連通する内部連通路を備え、前記ピストン部材の外周面に配設されている複数
の封止部材を備え、前記封止部材は、前記第１シリンダ部材の前記側面開口部に対応する
前記ピストン部材の前記開口部の上下に、前記第１シリンダ部材の内径よりも小さい内径
の前記第２シリンダ部材の内径に対応して封止し、複数の前記封止部材は、前記ピストン
部材の押下げ操作の前後で常に前記第１シリンダ部材の前記側面開口部の下側で前記第１
シリンダ部材と前記ピストン部材とを封止する第１封止部材と、前記第２シリンダ部材と
前記ピストン部材とを、前記ピストン部材の前記開口部の上下で封止する第２封止部材と
第３封止部材と、によって構成され、前記ピストン部材は、内部に前記内部連通路を有し
、前記第１シリンダ部材の内径よりも小さく前記第２シリンダ部材の内径よりも大きい外
径を有する第１ピストン部と、側面に前記開口部を有し、前記第２シリンダ部材の内径よ
りも小さい外径を有する第２ピストン部と、を有することを特徴とする内視鏡吸引管路切
換装置を提供する。
【発明の効果】
【００１６】
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　本発明によれば、摺動によって生じる封止効率の局部的な低下を防止でき、封止のため
に高精度な加工が不要な内視鏡吸引管路切換装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明に係る内視鏡の概略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１の実施形態において内気吸引時の内視鏡吸引管路切換装置を示
す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、第１の実施形態において外気吸引時の内視鏡吸引管路切換装置を示
す図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、内視鏡吸引管路切換装置の分解図である。
【図３Ａ】図３Ａは、第１の実施形態の変形例において内気吸引時の内視鏡吸引管路切換
装置を示す図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、第１の実施形態の変形例において外気吸引時の内視鏡吸引管路切換
装置を示す図である。
【図４】図４は、第２の実施形態において内気吸引時の内視鏡吸引管路切換装置を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとを参照して第１の実施形態について説明する。　
　図１に示すように内視鏡１は、患者の体腔内等に挿入される細長い挿入部１０と、挿入
部１０の基端部と連結し、内視鏡１を操作する操作部６０とを有している。
【００１９】
　挿入部１０は、挿入部１０の先端部側から基端部側に向かって、先端硬質部２１と、湾
曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲部２３の先端
部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
【００２０】
　先端硬質部２１は、挿入部１０の先端部であり、硬い。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部６７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、観察対象物が観察視野内に捉えられ、照明光が観察対象物に照明される。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有しており、外力によって曲がる。可撓管部２５は、
操作部６０における後述する本体部６１から延出されている管状部材である。
【００２１】
　操作部６０は、可撓管部２５が延出している本体部６１と、本体部６１の基端部と連結
し、内視鏡１を操作する操作者によって把持される把持部６３と、把持部６３と接続して
いるユニバーサルコード６５とを有している。
【００２２】
　把持部６３には、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部６７が配設されている。湾曲操
作部６７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ６７ａと、湾曲部２３
を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ６７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置を固定す
る固定ノブ６７ｃとを有している。
【００２３】
　また、把持部６３には、吸引スイッチ６９ａと、送気・送水スイッチ６９ｂとを有する
スイッチ部６９が配設されている。スイッチ部６９は、把持部６３が操作者に把持された
際に、操作者の手によって操作される。吸引スイッチ６９ａは、先端硬質部２１に配設さ
れる図示しない吸引開口部から後述する吸引チャンネル６９ｄを介して、粘液や流体等を
内視鏡１が吸引するときに操作される。吸引チャンネル６９ｄは、先端硬質部２１から把
持部６３に渡って内視鏡１の内部に配設されている。送気・送水スイッチ６９ｂは、先端
硬質部２１において図示しない撮像ユニットの観察視野を確保するために図示しない送気
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・送水チャンネルから流体を送気・送水するときに操作される。流体は、水や気体を含む
。
【００２４】
　また、把持部６３には、内視鏡撮影用の各種ボタン７１が配設されている。
【００２５】
　ユニバーサルコード６５は、図示しないビデオプロセッサや光源装置や吸引装置７３に
接続する接続部６５ａを有している。吸引装置７３は、例えば内視鏡１の外部に配設され
ており、接続部６５ａと接続する例えば吸引ポンプである。
【００２６】
　次に図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとを参照して、本実施形態における内視鏡吸引管路切換装
置３０について説明する。内視鏡吸引管路切換装置３０は、シリンダ部材３１，３５に摺
動自在に設けられたピストン部材３７を押下げ操作することによって、外部から外気を吸
引する外気吸引と、第１のシリンダ部材３１の側面開口部３１ｃを通じて挿入部１０内か
ら吸引する内気吸引とに管路を切替える。
　なお以下において、第１のシリンダ部材３１の軸方向と、第２のシリンダ部材３５の軸
方向と、ピストン部材３７の軸方向と、第１のピストン部４１の軸方向と、第２のピスト
ン部４３の軸方向とは、同じ方向である。　
　また、第１のシリンダ部材３１の径方向と、第２のシリンダ部材３５の径方向と、ピス
トン部材３７の径方向と、第１のピストン部４１の径方向と、第２のピストン部４３の径
方向とは同じ方向である。
【００２７】
　内視鏡吸引管路切換装置３０は、把持部６３の内部に配設される。内視鏡吸引管路切換
装置３０は、内視鏡１の挿入部１０側に配設されている吸引チャンネル６９ｄと連通し、
内視鏡１と接続する吸引装置７３側とさらに連通する第１のシリンダ部材３１と、第１の
シリンダ部材３１と連通するように第１のシリンダ部材３１に対して着脱自在に配設され
る第２のシリンダ部材３５と、第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５との内
部に配設され、第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とに対して第１のシリ
ンダ部材３１の軸方向に沿って移動するピストン部材３７とを有している。
【００２８】
　第１のシリンダ部材３１は、例えば金属製である。第１のシリンダ部材３１は、側面に
配設され、内視鏡１の挿入部１０側に配設されている吸引チャンネル６９ｄと連通するた
めの側面開口部３１ｃと、第１のシリンダ部材３１の一端部に配設され、内視鏡１と接続
する吸引装置７３側と連通するための開口部３１ｄと、第１のシリンダ部材３１の他端部
に配設され、ピストン部材３７が第１のシリンダ部材３１に挿入されるための開口部３１
ｅとを有している。
【００２９】
　図２Ａに示すように、開口部３１ｄは、側面開口部３１ｃよりも下方に配設されている
。開口部３１ｅは、側面開口部３１ｃよりも上方（外部２）に配設されている。開口部３
１ｅは、ピストン部材３７が第１のシリンダ部材３１に挿入するための挿入口として機能
する。開口部３１ｅは、第１のシリンダ部材３１の軸方向において、上方に向かって拡径
するように、テーパ形状に形成されている。第１のシリンダ部材３１には、ピストン部材
３７が開口部３１ｅを介して挿入される。このときピストン部材３７は、第１のシリンダ
部材３１の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動する。
【００３０】
　第２のシリンダ部材３５は、例えば金属製である。第２のシリンダ部材３５は、開口部
３１ｅにて第１のシリンダ部材３１と連通するように第１のシリンダ部材３１に対して着
脱自在に配設されている。第２のシリンダ部材３５は、第１のシリンダ部材３１の上面（
平面）に対して着脱自在である。第２のシリンダ部材３５が上面に配設された際、第１の
シリンダ部材３１の中心軸と第２のシリンダ部材３５の中心軸とは、同一線上に配設され
る。
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【００３１】
　またこのとき上面と第２のシリンダ部材３５とは、封止される。なお第２のシリンダ部
材３５は、上面と第２のシリンダ部材３５とが封止できれば、上面に対して例えばねじ止
めされてもよい。この場合、後述する第４の封止部材５１ｄは不要となる。
【００３２】
　第２のシリンダ部材３５の軸方向において、第２のシリンダ部材３５は、第１のシリン
ダ部材３１よりも短い。また第２のシリンダ部材３５は、第１のシリンダ部材３１の内径
よりも小さい内径を有し、内視鏡１の外部２と連通する。
【００３３】
　また第２のシリンダ部材３５には、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って、ピスト
ン部材３７が貫通する。第２のシリンダ部材３５が第１のシリンダ部材３１の上面に配設
され、ピストン部材３７が第２のシリンダ部材３５を貫通する際、第２のシリンダ部材３
５は、ピストン部材３７を第１のシリンダ部材３１にガイドするガイド孔として機能する
。第２のシリンダ部材３５の内径は、開口部３１ｅの底よりも小さい。
【００３４】
　開口部３１ｅ側における第２のシリンダ部材３５の内側縁３５ｇには、円環形状の突起
部３５ｈが第１のシリンダ部材３１に向けて立設されている。突起部３５ｈは、第１のシ
リンダ部材３１の軸方向に沿って伸びており、第２のシリンダ部材３５と一体である。突
起部３５ｈの大きさは、開口部３１ｅの底の大きさよりも小さい。第２のシリンダ部材３
５が第１のシリンダ部材３１の上面に配設された際、突起部３５ｈは開口部３１ｅの内部
に配設される。
【００３５】
　突起部３５ｈの内周面３５ｉは、第１のシリンダ部材３１の軸方向において、第２のシ
リンダ部材３５側から第１のシリンダ部材３１側に向けて拡径するように、テーパ状に形
成されている。内周面３５ｉは、第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａと連なっている
。内周面３５ｉは、後述する第２の封止部材５１ｂを内周面３５ａにガイドするガイド面
として機能する。突起部３５ｈの外周面の大きさは、均一となっている。
【００３６】
　また外部２側（吸引スイッチ６９ａ側）における第２のシリンダ部材３５の内側縁３５
ｋは、第１のシリンダ部材３１の軸方向において、第１のシリンダ部材３１側から外部２
側に向けて拡径するように、テーパ状に形成されている。内側縁３５ｋは、後述する第３
の封止部材５１ｃを内周面３５ａにガイドするガイド面として機能する。
【００３７】
　このように第２のシリンダ部材３５は、第１のシリンダ部材３１側に配設され、外部２
側から第１のシリンダ部材３１側に向かって拡径するようにテーパ状に形成されている一
方の内側縁３５ｇと、外部２側に配設され、第１のシリンダ部材３１側から外部２側に向
かって拡径するようにテーパ状に形成されている他方の内側縁３５ｋとを有している。
【００３８】
　ピストン部材３７は、上述したように移動することで、図２Ａに示すように吸引装置７
３が開口部３１ｄと第１のシリンダ部材３１とピストン部材３７と側面開口部３１ｃとを
介して吸引チャンネル６９ｄから体液等を吸引する内気吸引と、図２Ｂに示すように吸引
装置７３が開口部３１ｄと第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とを介して
内視鏡１の外部２から外気を吸引する外気吸引とのいずれかに吸引を切り換える。ピスト
ン部材３７は、図２Ａに示すように内気吸引のために吸引装置７３側と吸引チャンネル６
９ｄ側とを連通させる第１の位置と、図２Ｂに示すように外気吸引のために吸引装置７３
側と外部２とを連通させる第２の位置とのいずれかに移動する。第１の位置は内気吸引に
対応し、第２の位置は外気吸引に対応する。
【００３９】
　なお図２Ａに示す第１の位置は、ピストン部材３７が下方（開口部３１ｄ側）に向かっ
て押し下げられ、後述する開口部３９ｂが第１のシリンダ部材３１の内部に位置すること
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を示す。　
　また図２Ａに示す内気吸引は、この状態（第１の位置）で、第１のシリンダ部材３１と
後述する第１のピストン部４１との間が後述する第１の封止部材５１ａによって封止され
、第２のシリンダ部材３５と後述する第２のピストン部４３との間が後述する第３の封止
部材５１ｃによって封止された状態で、吸引装置７３が外部２と連通せず、吸引装置７３
が開口部３１ｄと第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５（管路部材３９ａと
開口部３９ｂ）と側面開口部３１ｃとを介して吸引チャンネル６９ｄと連通することを示
す。
【００４０】
　また図２Ｂに示す第２の位置は、ピストン部材３７が第１のシリンダ部材３１と第２の
シリンダ部材３５とから離れるように押し上げられ、後述する開口部３９ｂが外部２と連
通する位置に位置することを示す。　
　また図２Ｂに示す外気吸引は、この状態（第２の位置）で、第１のシリンダ部材３１と
第１のピストン部４１との間が第１の封止部材５１ａによって封止され、第２のシリンダ
部材３５と第２のピストン部４３との間が第２の封止部材５１ｂによって封止された状態
で、吸引装置７３が吸引チャンネル６９ｄと連通せず、吸引装置７３が開口部３１ｄと第
１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５（管路部材３９ａと開口部３９ｂ）とを
介して外部２と連通することを示す。
【００４１】
　ピストン部材３７は、例えば金属製である。図２Ａに示すように、ピストン部材３７は
、ピストン部材３７の内部且つピストン部材３７の軸方向に沿って配設される内部連通路
である管路部材３９ａと、ピストン部材３７の側面に形成され、管路部材３９ａと連通し
、管路部材３９ａと外部２とを連通させる開口部３９ｂとを有している。開口部３９ｂは
、第１の位置と第２の位置とに影響されることなく、管路部材３９ａの例えば一端部と必
ず連通する。開口部３９ｂは、例えばピストン部材３７の径方向においてピストン部材３
７を貫通している貫通孔である。開口部３９ｂは、後述する当接面４１ａよりも上方に配
設されている。開口部３９ｂは、内気吸引時に、第１のシリンダ部材３１の側面開口部３
１ｃと隣り合うように、側面開口部３１ｃに対応するように配設されている。
【００４２】
　なお図２Ａに示すように、開口部３９ｂは、ピストン部材３７が第１の位置に移動した
際、上述したように第１のシリンダ部材３１の内部に位置する。このとき例えば、開口部
３９ｂは、側面開口部３１ｃと隣り合う。
【００４３】
　また図２Ｂに示すように、開口部３９ｂは、ピストン部材３７が第２の位置に移動した
際、外部２と連通する位置に位置する。このとき例えば、開口部３９ｂは、第２のシリン
ダ部材３５の内部に位置する。またこのとき開口部３９ｂは、管路部材３９ａと外部２と
を連通させる。
【００４４】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、本実施形態のピストン部材３７は、内部に管路部
材３９ａを有する第１のピストン部４１と、開口部３９ｂを有し、第１のピストン部４１
と一体であり、第１のピストン部４１よりも細い第２のピストン部４３とによって構成さ
れている。言い換えると、管路部材３９ａは第１のピストン部４１と第２のピストン部４
３との内部に配設され、開口部３９ｂは第２のピストン部４３の側面に配設されている。
【００４５】
　第１のピストン部４１は、第２のピストン部４３よりも下方に配設されている。また第
１のピストン部４１の外径は、第１のシリンダ部材３１の内径よりも小さい。言い換える
と、第１のピストン部４１は、第１のシリンダ部材３１よりも細い。そのため、図２Ａと
図２Ｂとに示すように、第１のピストン部４１は、第１のシリンダ部材３１の内部におい
て第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動せず、第１のシリンダ部材３１の内部を
第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動する。また第１のピストン部４１の外径は
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、第２のシリンダ部材３５の内径よりも大きい。また第１のピストン部４１の外径は、突
起部３５ｈの内径よりも大きく、突起部３５ｈの外径と略同一である。そのため第１のピ
ストン部４１が第２のシリンダ部材３５と突起部３５ｈとを挿通することが、防止されて
いる。
【００４６】
　また第１のピストン部４１は第２のピストン部４３よりも太いため、第１のピストン部
４１は、第１のピストン部４１の径方向に沿って配設されており、太い第１のピストン部
４１と細い第２のピストン部４３との間に形成されている段差部における当接面４１ａを
有している。第２のシリンダ部材３５が第１のシリンダ部材３１の上面に配設され、ピス
トン部材３７が第１のシリンダ部材３１の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿っ
て上方に向かって移動する（ピストン部材３７が図２Ａに示す第１の位置から図２Ｂに示
す第２の位置に移動する）際、図２Ｂに示すように、この当接面４１ａには突起部３５ｈ
が当接する。このように当接面４１ａは、ピストン部材３７が図２Ａに示す第１の位置か
ら図２Ｂに示す第２の位置に移動する際、ピストン部材３７が第１のシリンダ部材３１と
第２のシリンダ部材３５とからの抜けを防止するストッパーとして機能する。言い換える
と、当接面４１ａは、第１のピストン部４１が第２のシリンダ部材３５と突起部３５ｈと
を下方から上方に向かって挿通することを防止している。
【００４７】
　第２のピストン部４３の外径は、第１のシリンダ部材３１の内径よりも小さい。そのた
め図２Ａと図２Ｂとに示すように、第２のピストン部４３は、第１のシリンダ部材３１の
内部において、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って第１のシリンダ部材３１の内周
面３１ａを摺動せず、第１のシリンダ部材３１の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向
に沿って移動する。
【００４８】
　また第２のピストン部４３の外径は、第１のピストン部４１の外径よりも小さい。つま
り、上述したように第２のピストン部４３は、第１のピストン部４１よりも細い。
【００４９】
　また第２のピストン部４３の外径は、第２のシリンダ部材３５の内径よりも小さい。言
い換えると、第２のピストン部４３は、第２のシリンダ部材３５よりも細い。また第２の
ピストン部４３の外径は、突起部３５ｈの内径よりも小さい。そのため、図２Ａと図２Ｂ
とに示すように、第２のピストン部４３は、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って第
２のシリンダ部材３５を摺動せずに、第２のシリンダ部材３５の内部を第１のシリンダ部
材３１の軸方向に沿って移動する。言い換えると、第２のピストン部４３は、第２のシリ
ンダ部材３５の内部と突起部３５ｈの内部とにおいて、第１のシリンダ部材３１の軸方向
に沿って第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａと突起部３５ｈの内周面３５ｉとを摺動
せず、第２のシリンダ部材３５の内部と突起部３５ｈの内部とを第１のシリンダ部材３１
の軸方向に沿って移動する。
【００５０】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、内視鏡吸引管路切換装置３０は、第２のピストン
部４３の上端面に対して着脱自在な操作部である吸引スイッチ６９ａを有している。吸引
スイッチ６９ａは、例えば金属製である。吸引スイッチ６９ａは、例えば上端面にねじ止
めされる。このように吸引スイッチ６９ａとピストン部材３７とは、別体である。この吸
引スイッチ６９ａは、ピストン部材３７を下方に向かって押し下げて、ピストン部材３７
を第２位置（図２Ｂ）から第１の位置（図２Ａ）に移動させるために配設されている。吸
引スイッチ６９ａは、例えば平板である。吸引スイッチ６９ａは、ピストン部材３７の径
方向において、ピストン部材３７よりも広い。
【００５１】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、内視鏡吸引管路切換装置３０は、第１のシリンダ
部材３１の軸方向において第２のシリンダ部材３５と吸引スイッチ６９ａとの間に配設さ
れ、且つ第２のピストン部４３を巻回するように配設されている付勢部材４７を有してい



(9) JP 5701681 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

る。付勢部材４７は、ピストン部材３７の径方向において、内側縁３５ｋよりも外側に配
設されている。付勢部材４７は、第２のピストン部４３を巻いている例えば金属製の巻き
バネであり、第１のシリンダ部材３１の軸方向において伸縮可能となっている。付勢部材
４７は、ピストン部材３７を第１の位置（図２Ａ）から第２の位置（図２Ｂ）に移動させ
るために、吸引スイッチ６９ａを第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って第２のシリン
ダ部材３５から離れるように付勢する付勢力を有している。この付勢力は、ピストン部材
３７を第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とから離れるように押し上げる
押し上げ力でもある。なお付勢部材４７は、図２Ａに示すようにピストン部材３７が第１
の位置に移動する際に縮み、図２Ｂに示すようにピストン部材３７を第２の位置に移動さ
せる際に伸びる。
【００５２】
　このように吸引スイッチ６９ａと付勢部材４７とは、ピストン部材３７を第１の位置と
第２の位置とのいずれかに移動させ、移動させることで吸引の切り換えを操作する。
【００５３】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、内視鏡吸引管路切換装置３０は、外気吸引と内気
吸引とに応じて第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａに配設されるように、開口部３９
ｂの上下にそれぞれに配設され、且つピストン部材３７の外周面に配設されている複数の
封止部材５１を有している。封止部材５１は、ピストン部材３７の移動に応じて、側面開
口部３１ｃよりも一端部３７ａ側におけるピストン部材３７と太い第１のシリンダ部材３
１の間で封止する。また封止部材５１は、側面開口部３１ｃに対応するピストン部材３７
の開口部３９ｂの上下にて、第１のシリンダ部材３１の内径よりも小さい第２のシリンダ
部材３５の内径に対応して封止する。つまり封止部材５１は、側面開口部３１ｃよりも他
端部３７ｂ側におけるピストン部材３７と細い第２のシリンダ部材３５との間で封止する
。このように、封止部材５１は、ピストン部材３７と太い第１のシリンダ部材３１の間と
、ピストン部材３７と細い第２のシリンダ部材３５との間との異なる位置でそれぞれ封止
する。封止部材５１は、第１の封止部材５１ａと第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材
５１ｃとによって形成されている。第１の封止部材５１ａと第２の封止部材５１ｂと第３
の封止部材５１ｃとは、それぞれ別体である。またこれらは、それぞれ均一の太さを有し
ている。またこれらは、例えば樹脂性のＯリングなどである。第１の封止部材５１ａは第
１のシリンダ部材３１側を封止し、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとは第
２のシリンダ部材３５側を封止する。
【００５４】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、第１の封止部材５１ａは、ピストン部材３７の押下げ
操作の前後で、常に第１のシリンダ部材３１の側面開口部３１ｃの下側で、第１のシリン
ダ部材３１とピストン部材３７（第１のピストン部４１）とを封止する。
　第１の封止部材５１ａは、ピストン部材３７の軸方向において開口部３９ｂよりもピス
トン部材３７の一端部３７ａ側に配設されている。第１の封止部材５１ａは、例えば第１
のピストン部４１の外周面全周に渡って配設されている。詳細には、第１のピストン部４
１は、第１の封止部材５１ａが配設される溝部５３ａを有している。溝部５３ａは、第１
のピストン部４１の外周面全周に渡って配設されている。このように、第１のピストン部
４１は、第１の封止部材５１ａを有している。
【００５５】
　第１の封止部材５１ａは、図２Ａに示す内気吸引時と図２Ｂに示す外気吸引時とにおい
て、側面開口部３１ｃよりも一端部３７ａ側における第１のピストン部４１と太い第１の
シリンダ部材３１との間を封止する。第１のピストン部４１が第１のシリンダ部材３１の
内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動する際、第１の封止部材５１ａは、
第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って、側面開口部３１ｃと開口部３１ｄとの間の第
１のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動する。第１の封止部材５１ａは、図２Ａに示
す第１の位置において第１のシリンダ部材３１の下方側に位置し、図２Ｂに示す第２の位
置において側面開口部３１ｃの縁近傍に位置する。第１の封止部材５１ａは、第１のシリ
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ンダ部材３１の軸方向に沿って側面開口部３１ｃを摺動しない。
【００５６】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、第２の封止部材５１ｂは、第２のシリンダ部材３
５とピストン部材３７（第２のピストン部４３）とを、ピストン部材３７の開口部３９ｂ
の下側で封止する。
　第２の封止部材５１ｂは、ピストン部材３７の軸方向において開口部３９ｂと第１の封
止部材５１ａとの間に配設される。第２の封止部材５１ｂは、例えば第２のピストン部４
３の外周面全周に渡って配設されている。詳細には、第２のピストン部４３は、第２の封
止部材５１ｂが配設される溝部５３ｂを有している。溝部５３ｂは、第２のピストン部４
３の外周面全周に渡って配設されている。このように、第２のピストン部４３は、第１の
封止部材５１ａと同じ太さを有する第２の封止部材５１ｂを有している。
【００５７】
　第２の封止部材５１ｂは、図２Ａに示す内気吸引時において、第２のシリンダ部材３５
とピストン部材３７との間から外れて第１のシリンダ部材３１の内部に配設される。言い
換えると、第２の封止部材５１ｂは、第２のシリンダ部材３５から第１のシリンダ部材３
１の内部に向けて移動する。
【００５８】
　また第２の封止部材５１ｂは、図２Ｂに示す外気吸引時において、第２のシリンダ部材
３５の移動に伴い側面開口部３１ｃ側の第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７との
間に配設され、第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７との間を封止する。また第２
の封止部材５１ｂは、外気吸引時において、突起部３５ｈの内周面３５ｉによって第２の
シリンダ部材３５の内周面３５ａにガイドされ、内周面３５ａの側面開口部３１ｃ側（第
１のシリンダ部材３１側）に密着する。このとき第２の封止部材５１ｂは、第１の封止部
材５１ａと共に吸引チャンネル６９ｄ側を封止し、吸引装置７３側と吸引チャンネル６９
ｄ側との連通を遮断する。これにより、第１のシリンダ部材３１の内部（吸引装置７３側
）と外部２とは、吸引チャンネル６９ｄ側と連通することなく、第２のシリンダ部材３５
（管路部材３９ａと開口部３９ｂ）を介して連通する。
【００５９】
　なお第２のピストン部４３が第１のシリンダ部材３１の内部を第１のシリンダ部材３１
の軸方向に沿って移動する際、第２の封止部材５１ｂは、第１のシリンダ部材３１の内周
面３１ａを摺動せず、第１のシリンダ部材３１の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向
に沿って移動するのみである。また第２のピストン部４３が第２のシリンダ部材３５の内
部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動する際、第２の封止部材５１ｂは、第
２のシリンダ部材３５の内周面３５ａを摺動せず、内周面３５ａの側面開口部３１ｃ側に
密着するのみである。より詳細には、第２の封止部材５１ｂは、突起部３５ｈの内周面３
５ｉの底に密着するのみである。
【００６０】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、第３の封止部材５１ｃは、第２のシリンダ部材３
５とピストン部材３７（第２のピストン部４３）とを、ピストン部材３７の開口部３９ｂ
の上側で封止する。
　第３の封止部材５１ｃは、ピストン部材３７の軸方向において開口部３９ｂよりもピス
トン部材３７の他端部３７ｂ（吸引スイッチ６９ａ）側に配設されている。第３の封止部
材５１ｃは、例えば第２のピストン部４３の外周面全周に渡って配設されている。詳細に
は、第２のピストン部４３は、第３の封止部材５１ｃが配設される溝部５３ｃを有してい
る。溝部５３ｃは、第２のピストン部４３の外周面全周に渡って配設されている。このよ
うに、第２のピストン部４３は、第１の封止部材５１ａと同じ太さを有する第３の封止部
材５１ｃをさらに有している。
【００６１】
　第３の封止部材５１ｃは、図２Ａに示す内気吸引時において、第２のシリンダ部材３５
の移動に伴い外部２側の第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７との間に配設され、
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第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７との間を封止する。また第３の封止部材５１
ｃは、内気吸引時において、内側縁３５ｋによって第２のシリンダ部材３５の内周面３５
ａに向かってガイドされ、内周面３５ａの外部２側に密着する。このとき、第３の封止部
材５１ｃは、第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７との間を封止し、第１のシリン
ダ部材３１と第２のシリンダ部材３５との内部（吸引装置７３側）と外部２との連通を遮
断する。これにより、吸引装置７３側と吸引チャンネル６９ｄ側とは、外部２と連通する
ことなく、第２のシリンダ部材３５（管路部材３９ａと開口部３９ｂ）と側面開口部３１
ｃとを介して連通する。
【００６２】
　また第３の封止部材５１ｃは、図２Ｂに示す外気吸引時において、第２のシリンダ部材
３５とピストン部材３７との間から外れて外部２側に配設される。言い換えると、第３の
封止部材５１ｃは、第２のシリンダ部材３５側から上方（外部２）に向けて移動する。
【００６３】
　なお第２のピストン部４３が第２のシリンダ部材３５の内部を第２のシリンダ部材３５
の軸方向に沿って移動する際、第３の封止部材５１ｃは、第２のシリンダ部材３５の軸方
向に沿って、第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動せず、第２のシリンダ部材３
５の内周面３５ａを摺動せず、内周面３５ａの外部２側に密着するのみである。より詳細
には、第２の封止部材５１ｂは、テーパ形状の内側縁３５ｋの底に密着するのみである。
【００６４】
　このように第１の封止部材５１ａと第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとに
おいて、それぞれが封止する位置は、第１のシリンダ部材３１の軸方向において、上述し
たように異なる（ずれている）。　
　また上述した第１のシリンダ部材３１の内径と第２のシリンダ部材３５の内径と第１の
ピストン部４１の太さと第２のピストン部４３の太さとの関係によって、第１の封止部材
５１ａが封止する部分５５ａは、第１のシリンダ部材３１の径方向において、第２の封止
部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとが封止する部分５５ｂよりも外側に配設されている
。言い換えると、部分５５ｂは、第１のシリンダ部材３１の径方向において部分５５ａに
対してずれており、部分５５ａよりも第１のシリンダ部材３１の中心軸側に配設されてい
る。つまり部分５５ａと部分５５ｂとは、第１のシリンダ部材３１の軸方向において同一
直線上に配設されていない。　
　このように封止部材５１が封止する位置は、異なっている。　
　なお部分５５ａは、第１のシリンダ部材３１の径方向において、第１のシリンダ部材３
１と第１のピストン部４１との間を示す。また部分５５ｂは、第２のシリンダ部材３５の
径方向において、第２のシリンダ部材３５と第２のピストン部４３との間を示す。
【００６５】
　また部分５５ａは、図２Ａに示す内気吸引と図２Ｂに示す外気吸引との両方において第
１の封止部材５１ａによって常に封止されている。これに対し、部分５５ｂは、図２Ａに
示す内気吸引時と図２Ｂに示す外気吸引時とに対応して、第２の封止部材５１ｂと第３の
封止部材５１ｃとのいずれかによって封止されている。
【００６６】
　また、第１の封止部材５１ａは、第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａに当接し、第
１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って、第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動
する。これに対して、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとは、第１のシリン
ダ部材３１の軸方向に沿って、第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａと第２のシリンダ
部材３５の内周面３５ａとを摺動せず、第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａに密着す
るのみである。
【００６７】
　また封止部材５１は、第２のシリンダ部材３５において突起部３５ｈの外周を全周に渡
って配設されている第４の封止部材５１ｄによってさらに形成されている。第４の封止部
材５１ｄは、第２のシリンダ部材３５が第１のシリンダ部材３１の上面に配設された際に
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、開口部３１ｅの縁に密着し、第１のシリンダ部材３１の上面と第２のシリンダ部材３５
とを封止する。第４の封止部材５１ｄは、例えば樹脂性のＯリングなどである。
【００６８】
　次に内視鏡吸引管路切換装置３０の組み立て方法について説明する。　
　第１の封止部材５１ａが溝部５３ａに配設され、第２の封止部材５１ｂが溝部５３ｂに
配設され、第３の封止部材５１ｃが溝部５３ｃに配設される。第４の封止部材５１ｄは、
突起部３５ｈの外周を全周に渡って配設される。第２のピストン部４３が内側縁３５ｇ（
突起部３５ｈ）側から内側縁３５ｋに向かって第２のシリンダ部材３５を挿通するように
、ピストン部材３７が第２のシリンダ部材３５に配設される。
【００６９】
　付勢部材４７は、第２のピストン部４３を巻回する。吸引スイッチ６９ａは、ピストン
部材３７の軸方向において、第２のシリンダ部材３５と共に付勢部材４７を挟み込むよう
にして、第２のピストン部４３の上端面にねじ止めされる。
【００７０】
　これにより図２Ｃに示すように、第２のシリンダ部材３５とピストン部材３７と吸引ス
イッチ６９ａと付勢部材４７と封止部材５１とは、一体となる。
【００７１】
　第２のシリンダ部材３５は、第１のシリンダ部材３１の上面に配設される。このときピ
ストン部材３７は、図２Ｂに示すように、付勢部材４７によって、第２の位置に押し上げ
られる。そのため、第１のピストン部４１は第１のシリンダ部材３１の内部に配設され、
第２のシリンダ部材３５は第２のシリンダ部材３５の内部と外部２とに配設される。また
第１の封止部材５１ａは、側面開口部３１ｃの縁近傍に配設される。また第２の封止部材
５１ｂは、第２のシリンダ部材３５と第２のピストン部４３との間に配設される。また第
３の封止部材５１ｃは、外部２側に配設される。また開口部３９ｂは、第２のシリンダ部
材３５の内部に配設される。突起部３５ｈは、開口部３１ｅの内部に配設される。
【００７２】
　なお第２のシリンダ部材３５が第１のシリンダ部材３１の上面に配設される際、第２の
シリンダ部材３５と上面とは、封止される。またこのとき、第４の封止部材５１ｄは、開
口部３１ｅの縁に密着し、第１のシリンダ部材３１の上面と第２のシリンダ部材３５とを
封止する。このように第２のシリンダ部材３５と上面とは、第４の封止部材５１ｄによっ
てさらに封止される。
【００７３】
　次に本実施形態の内気吸引時の動作方法について説明する。　
　挿入部１０は体腔内に挿入され、図２Ａに示すように吸引スイッチ６９ａは操作者によ
って押し下げられる。これによりピストン部材３７は、第１のシリンダ部材３１の軸方向
に沿って、下方に向かって押し下げられ、図２Ａに示すように第１の位置に移動する。
【００７４】
　このとき、第１の封止部材５１ａは、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って、第１
のシリンダ部材３１の内周面３１ａを下方に向かって摺動し、側面開口部３１ｃ側よりも
開口部３１ｄ側に配設される。そして第１の封止部材５１ａは、第１のシリンダ部材３１
と第１のピストン部４１との間を封止する。
【００７５】
　また第１のピストン部４１と第２のピストン部４３と第２の封止部材５１ｂとは、第１
のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動せず、第１のシリンダ部材３１の内部を第１の
シリンダ部材３１の軸方向に沿って下方に向かって移動し、第１のシリンダ部材３１の内
部に配設される。また開口部３９ｂは、側面開口部３１ｃと隣り合う。
【００７６】
　また第２のピストン部４３は、第２のシリンダ部材３５を摺動せず、第２のシリンダ部
材３５の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動する。また第３の封止部材
５１ｃは、内側縁３５ｋによって第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａに向かってガイ
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ドされ、第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａを摺動せず、内周面３５ａの外部２側に
密着する。このとき、第３の封止部材５１ｃは、第２のシリンダ部材３５の径方向におい
て第２のシリンダ部材３５と第２のピストン部４３との間に配設され、第２のシリンダ部
材３５と第２のピストン部４３との間を封止し、第１のシリンダ部材３１と第２のシリン
ダ部材３５との内部（吸引装置７３側）と外部２との連通を遮断する。
【００７７】
　そして吸引装置７３側と吸引チャンネル６９ｄ側とは、第１の封止部材５１ａと第３の
封止部材５１ｃと第４の封止部材５１ｄによって封止された状態で、開口部３１ｄと第１
のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５（管路部材３９ａと開口部３９ｂ）と側面
開口部３１ｃとを介して連通する。
【００７８】
　次に吸引装置７３は、図示しない吸引開口部から吸引チャンネル６９ｄと側面開口部３
１ｃと開口部３９ｂと管路部材３９ａと第１のシリンダ部材３１と開口部３１ｄとユニバ
ーサルコード６５とを経由して体液を吸引する。
【００７９】
　次に本実施形態の外気吸引時の動作方法について説明する。　
　図２Ｂに示すように、操作者が吸引スイッチ６９ａを離すと、付勢部材４７は、伸びて
、吸引スイッチ６９ａを第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って第２のシリンダ部材３
５から離れるように付勢し、ピストン部材３７を第１の位置から第２の位置に移動させる
。これによりピストン部材３７は、上方に押し上げられる。
【００８０】
　このとき、第１の封止部材５１ａは、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って、第１
のシリンダ部材３１の内周面３１ａを上方に向かって摺動する。またこのとき第１の封止
部材５１ａは、第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って側面開口部３１ｃを摺動せず、
側面開口部３１ｃの縁近傍に位置する。そして第１の封止部材５１ａは、第１のシリンダ
部材３１と第１のピストン部４１との間を封止する。
【００８１】
　また第１のピストン部４１と第２のピストン部４３と第２の封止部材５１ｂとは、第１
のシリンダ部材３１の内周面３１ａを摺動せず、第１のシリンダ部材３１の内部を第１の
シリンダ部材３１の軸方向に沿って上方に向かって移動する。このとき、突起部３５ｈが
当接面４１ａに当接することで、ピストン部材３７は、第１のシリンダ部材３１と第２の
シリンダ部材３５とからの抜けを防止される。
【００８２】
　また開口部３９ｂは、第２のシリンダ部材３５の内部に配設される。このとき開口部３
９ｂは、管路部材３９ａと外部２とを連通させる。
【００８３】
　また第２の封止部材５１ｂは、内側縁３５ｇによって第２のシリンダ部材３５の内周面
３５ａにガイドされ、内周面３５ａを摺動せず、内周面３５ａの側面開口部３１ｃ側に密
着する。このとき、第２の封止部材５１ｂは、第２のシリンダ部材３５の径方向において
第２のシリンダ部材３５と第２のピストン部４３との間に配設され、第２のシリンダ部材
３５と第２のピストン部４３との間を封止する。第２の封止部材５１ｂは、第１の封止部
材５１ａと第４の封止部材５１ｄと共に吸引チャンネル６９ｄ側を封止し、吸引装置７３
側と吸引チャンネル６９ｄ側との連通を遮断する。これにより、第１のシリンダ部材３１
の内部（吸引装置７３側）と外部２とは、吸引チャンネル６９ｄ側と連通することなく、
第２のシリンダ部材３５（管路部材３９ａと開口部３９ｂ）を介して連通する。
【００８４】
　また第３の封止部材５１ｃは、外気吸引時において第２のシリンダ部材３５とピストン
部材３７との間から外れて外部２側に配設される。
【００８５】
　次に吸引装置７３は、第２のシリンダ部材３５と開口部３９ｂと管路部材３９ａと第１
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のシリンダ部材３１と開口部３１ｄとユニバーサルコード６５とを経由して外気を吸引す
る。このとき、外部２と開口部３１ｄとが連通し、吸引チャンネル６９ｄ側が封止されて
いるために、吸引装置７３の吸引力が吸引チャンネル６９ｄ側に作用することが防止され
る。
【００８６】
　このように本実施形態では、封止部材５１を外気吸引と内気吸引とに応じて第２シリン
ダ部材３５の内周面３５ａに配設されるように、開口部３９ｂの上下にそれぞれ配設して
いる。詳細には、本実施形態では、第１のピストン部４１を第１のシリンダ部材３１より
も細くし、第２のシリンダ部材３５の内径を第１のシリンダ部材３１の内径よりも小さく
し、第１のピストン部４１を第２のシリンダ部材３５の内径よりも太くし、第２のピスト
ン部４３を第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５と第１のピストン部４１と
よりも細くする。そして本実施形態では、封止部材５１によって封止する位置を、第１の
シリンダ部材３１の軸方向においてずらしている。また本実施形態では、第１の封止部材
５１ａのみが側面開口部３１ｃと開口部３１ｄとの間の内周面３１ａを摺動し、第２の封
止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとは内周面３５ａに密着するのみである。　
　これにより本実施形態では、側面開口部３１ｃを封止する際、封止部材５１ｂ，５１ｃ
が第２のシリンダ部材３５にて封止することで、ピストン部材３７が第１のシリンダ部材
３１の内部を第１のシリンダ部材３１の軸方向に沿って移動しても、封止部材５１が側面
開口部３１ｃをまたがり側面開口部３１ｃを摺動させる必要は無い。よって本実施形態で
は、封止部材５１が側面開口部３１ｃの縁によって削られることを防止でき、封止部材５
１の磨耗を防止できる。
　そして、本実施形態では、ピストン部材３７と第１のシリンダ部材３１と第２のシリン
ダ部材３５との嵌めあい精度を高く維持する必要が無く、ピストン部材３７と第１のシリ
ンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とを高精度に加工する必要がない。よって本実施
形態では、手間とコストとをかけずに封止できる。　
【００８７】
　このように本実施形態では、側面開口部３１ｃといった局部的な部分にて封止効率が低
下することを防止できる。
　よって本実施形態では、摺動によって生じる封止効率の局部的な低下を防止でき、封止
のために高精度な加工が不要な内視鏡吸引管路切換装置３０を提供できる。
【００８８】
　また本実施形態では、第１のピストン部４１を第１のシリンダ部材３１よりも細くし、
第２のシリンダ部材３５の内径を第１のシリンダ部材３１の内径よりも小さくし、第１の
ピストン部４１を第２のシリンダ部材３５の内径よりも太くし、第２のピストン部４３を
第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５と第１のピストン部４１とよりも細く
する。また本実施形態では、第１のシリンダ部材３１よりも第２のシリンダ部材３５を短
くする。これにより本実施形態では、部分５５ａを、第１のシリンダ部材３１の径方向に
おいて、部分５５ｂよりも外側に配設できる。またこれにより本実施形態では、第１のシ
リンダ部材３１の軸方向に沿って第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとが内周
面３１ａを摺動することを防止でき、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとを
内周面３５ａに密着できる。また本実施形態では、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部
材５１ｃとのいずれかによって部分５５ｂを封止することができる。そして本実施形態で
は、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとの磨耗を抑制することができる。
【００８９】
　また本実施形態では、第１のシリンダ部材３１よりも第２のシリンダ部材３５を短くす
ることで、第２の封止部材５１ｂの封止と第３の封止部材５１ｃの封止とを切り換えるこ
とができ、外気吸引と内気吸引とを切り換えることができる。　
　またこれにより本実施形態では、第２のシリンダ部材３５（部分５５ｂ）において、外
気吸引時に第２の封止部材５１ｂのみを用い、内気吸引時に第３の封止部材５１ｃのみを
用いることができ、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとの磨耗を抑制するこ
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とができる。
【００９０】
　また本実施形態では、テーパ状に形成されている一方の内側縁３５ｇによって、外気吸
引時に第２の封止部材５１ｂを容易に内周面３１ａにガイドできる。また本実施形態では
、テーパ状に形成されている他方の内側縁３５ｋによって、内気吸引時に第３の封止部材
５１ｃを容易に内周面３１ａにガイドできる。
【００９１】
　また本実施形態では、第１の封止部材５１ａのみが側面開口部３１ｃと開口部３１ｅと
の間の内周面３１ａを摺動するために、内気吸引と外気吸引との切り換え時に、第１のシ
リンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とに対する第１のピストン部４１と第２のピス
トン部４３との摺動抵抗を抑制することができる。
【００９２】
　また本実施形態では、内気吸引と外気吸引とにおいて第１の封止部材５１ａを側面開口
部３１ｃと開口部３１ｅとの間の内周面３１ａに密着させ、外気吸引において第２の封止
部材５１ｂを内周面３１ａに密着させ、内気吸引において第３の封止部材５１ｃを内周面
３１ａに密着させればよい。そのため本実施形態では、内気吸引と外気吸引とにおいて、
第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とに対する第１のピストン部４１と第
２のピストン部４３との位置決め精度を高く維持する必要は無い。
【００９３】
　また本実施形態では、第１のピストン部４１と第２のピストン部４３とを一体にするこ
とで、ピストン部材３７のコストを低下できる。
【００９４】
　なお本実施形態では、外気吸引時に第２の封止部材５１ｂを内周面３１ａに密着させた
が、これに限定する必要はない。変形例として、図３Ａと図３Ｂとに示すように、例えば
、第２の封止部材５１ｂは、突起部３５ｈに当接して、内側縁３５ｇにて封止してもよい
。このとき、第２の封止部材５１ｂは、当接面４１ａに配設されていてもよい。また突起
部３５ｈの内周面３５ｉは、テーパ形状に形成される必要はなく、第１のシリンダ部材３
１の軸方向に沿って配設されていればよい。またこの場合、第３の封止部材５１ｃは、内
周面３５ａを摺動しても良い。
【００９５】
　付勢部材４７がピストン部材３７を押し上げた際、第２の封止部材５１ｂは、付勢部材
４７の付勢力によって、突起部３５ｈに当接し、潰れ、封止する。
【００９６】
　なお本変形例では、第２の封止部材５１ｂと内周面３１ａについて説明したが、これに
限定される必要はなく、第３の封止部材５１ｃと内側縁３５ｋとについても同様である。
【００９７】
　次に本発明に関わる第２の実施形態について図４を参照して説明する。　
　本実施形態の第１のピストン部４１は、第２のシリンダ部材３５の内径よりも小さい外
径を有している。また第２のピストン部４３は、第１のピストン部４１と同じ外径を有し
ている。このように本実施形態の第１のピストン部４１は、第２のピストン部４３と同じ
太さを有している。よってピストン部材３７全体（第１のピストン部４１と第２のピスト
ン部４３）は、第１のシリンダ部材３１と第２のシリンダ部材３５とよりも細い。
【００９８】
　そのため、第１のシリンダ部材３１の径方向において、部分５５ａの長さは部分５５ｂ
の長さよりも長い。言い換えると、第１のシリンダ部材３１の径方向において、第１のピ
ストン部４１から第１のシリンダ部材３１の内周面３１ａまでの距離は、第２のピストン
部４３から第２のシリンダ部材３５の内周面３５ａまでの距離よりも長い。
【００９９】
　そして本実施形態の第１の封止部材５１ａは、第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材
５１ｃとよりも太い。このとき第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとは、第１
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の実施形態と同様に、それぞれ均一の太さを有している。このように第１のピストン部４
１は、第１の封止部材５１ａを有している。また第２のピストン部４３は、第１の封止部
材５１ａよりも細い前記第２の封止部材５１ｂと、第２の封止部材５１ｂと同じ太さを有
する第３の封止部材５１ｃとを有することとなる。
【０１００】
　本実施形態では、第１のピストン部４１と第２のピストン部４３とを均一の太さにして
も、第１の封止部材５１ａを部分５５ａに対応するように太くし、第１の封止部材５１ａ
を第２の封止部材５１ｂと第３の封止部材５１ｃとよりも太くすることで、第１の封止部
材５１ａによって部分５５ａを封止でき、上述した第１の実施形態と同様の効果を得るこ
とができる。
【０１０１】
　また本実施形態では、第１のピストン部４１と第２のピストン部４３とを均一の太さに
するために、ピストン部材３７を容易に加工できる。
【０１０２】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【０１０３】
　１…内視鏡、２…外部、１０…挿入部、３０…内視鏡吸引管路切換装置、３１…第１の
シリンダ部材、３１ａ…内周面、３１ｃ…側面開口部、３１ｄ，３１ｅ…開口部、３５…
第２のシリンダ部材、３５ａ…内周面、３５ｇ…内側縁、３５ｈ…突起部、３５ｉ…内周
面、３５ｋ…内側縁、３７…ピストン部材、３９ｂ…開口部、３９ａ…管路部材、４１…
第１のピストン部、４１ａ…当接面、４３…第２のピストン部、４７…付勢部材、５１…
封止部材、５１ａ…第１の封止部材、５１ｂ…第２の封止部材、５１ｃ…第３の封止部材
、５１ｄ…第４の封止部材、７３…吸引装置。
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